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近年，各方面から話し言葉を中心として「日本語が

乱れている」という指摘が数多くなされている。それ

は，特に敬語の使用に顕著に現われていると言われる。

敬語は日本語における独特の表現方法であり(荒木，

19831)など)，わが国では，言語的コミュニケーショ

ン(会話，文書など)を行う際には敬語を使うべきで

あるという 1つの社会的ルールが存在してきた。たと

えば，年少者が年長者に対するときや底員が客に対す

るとき，あるいは相手に関係なく公式の場などでは，

敬語表現をすべきであると考えられてきた。しかし，

近年その社会的ルールが変容し，敬語はせいぜい「で

すj rます」といった丁寧語のみが用いられるに過ぎ

ない状態になった。この傾向は特に若年層で顕著に見

られ，寿岳 (1981)おは，その現状を「敬語的現象の

衰退j，r敬語の使用状況の貧困化」と表現している。

敬語とは，話し手(または書き判と相手と表加す象

(話題の人自身またはその入に関する物・行為など)

との閲の地位・勢力・尊卑・親疎などの関係について，

話し手(または書き手)が滞っている判別を特に示す

言語表現(広辞苑， 1983)であり，大まかに，尊敬語，

謙譲語，丁寧語の3つに分けることができる。そのう

ち尊敬語とは，表現対象を高める表現であり rくだ

さる(与える)j， rおっしゃる(言うh rOOのご本
(00の本)jなどがこれにあたる。また謙譲語とは，

表現対象を低める表現であり r申す(言うh rうか
がう(行くh r私などは(私は)jなどがこれにあた
る。さらに丁寧語とは，コミュニケーションの相手へ

の配慮や敬意の表現であり rそうです(そうだh
「あります(ある)j， r見てください(見ろ)j などが

これにあたる。
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ところで，これらの尊敬語，謙譲語，丁寧語はいず

れも，他者への配慮を表現しているものである(寿岳，

1981)。すなわち，コミュニケーションの対象に対し

て敬語表現をするということは，受け手を一人の人間

として尊重し敬意を持っているのだという意志の存在

を意味している。たとえば，子どもに対して「小遣い

をやろう」というよりも「お小遣いをあげよう」とい

う方が，その子どもをより尊重していることになる。

しかも， rooが来た」というよりも， rooさんがい
らっしゃったj，rooさんがいらっしゃいました」と
いうように敬語を重ねるほど相手に対する尊重度や敬

意度を高めることができる。一方，敬語表現をされた

但u(コミュニケーションの受け手)は，自分自身に対
する送り手の敬意を認識し，返報性の規範に従って，

その送り手に敬語表現で対応することになる。このよ

うに，言語的コミュニケーションにおける敬語表現は，

送り手と受け手が互いに尊重し合うというコミュニ

ケーションが円滑に行われるための前提を作り出すも

のである。日本語か敬語体型をもっということは，非

言語的コミュニケーションをあまり使用しないといわ

れるB本人(Argyle，1975)おが，その独特の文化のな

かで培ってきた，円滑なコミュニケーションを行うた

めの1つの技法であるかもしれない。この点に関して

宮地(1983)は，敬語を「礼の言葉」と表現している。

つまり，敬語は礼儀として使われ，敬語を使う人は礼

儀正しいと判断されるわけである。そのように解釈す

れば，言語的コミュニケーションにおいて敬語表現を

するか否かは，相手に対する人格的評価と関係するこ

とになる。以上のことから，敬語表現は対人関係の展

開を規定すると考えられる。また，近年巷間でよくい

われる「世代間」の断絶も，こうした敬語表現の衰退

に原因があるかもしれない。このことに関連して，藤
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原(1983)4)は，言葉の使い方において保守的傾向を

帯ぴざるをえない年長者層の人々にとって，今の年少

者層の言葉使いには多くの注文や要求があるに違いな

いと述べている。年少者が年長者に対して敬語を使わ

ないとすれば，その年長者はその年少者に対して非難

したり人格的な評価を下げたりするであろう。かくて，

「敬語の使用状況の貧困化」によって異世代間の人間

関係に摩擦が生じるであろうことが容易に想像される。

それでは，外国語の場合，このような対人関係にか

かわる表現はどのようになされているのだろうか。日

本語に多大な影響を与えた中国語では， rooさんが
来る」という場合に「来(lai)Jr来臨(laiIin) J r駕

臨(jiaIin) J といった表現をし，それぞれ相手に対す

る敬意度が異なる。しかし，丁寧な表現は公式の場で

しかされず，日常会話では表現対象にかかわらず「来

(lai) J が使われる。そして「行く」という場合にも

「去 (qU)Jといい，日本語の「参る」や「うかがう」

といった謙譲語にあたる表現はない。また英語でも表

現対象にかかわらず「来る」や「行く」を rComeJ

rgOJ といい，尊敬語や謙譲語にあたる表現がない。

ただし，誰かに時問を教えてほしいときには

t白he白n田e."というよりも“"C飢 y卯out匂凶ellme the ti凶me?"

のように間接的に要求する方がより丁寧であると認識

され，“May1 ask you what time it is?"のように相手

に許可を求めるような表現は，非常に丁寧であると認

知される (Clark& Schunk， 1980)5)。英語では他者に

対して何かを要求するような場合には，このような謙

譲的とも呼べる表現か望ましいとされている。一方，

朝鮮語では日本語よりもはるかに複雑な敬語表現があ

り，その使い方が対人関係を大きく左右するといわれ

ている(南， 1987)刷。このように，外国語の場合も

多かれ少なかれ表現対象やコミュニケーションの状況

を考慮して言葉を選択しなければならない。しかし，

日本語が他の言葉と比して難しいといわれるのは，他

国で丁寧な表現が必要とされる状況が相手が年上で

あったり相手に何かを依頼するようにときなどに限ら

れているのに対し，日本では互いの地位関係，年齢，

状況などすべて考慮して言葉を選択しなければならな

い点で、あろう。

さて，日本語では敬語表現が対人関係を左右する 1

つの重要な要因であると考えられるにもかかわらず，

何故「敬語の使用状況の貧困イヒ」といわれる状況が生

じてきたのであろうか。

文部省の小学校指導書国語編によると年のとき，

「ですJ，rます」という丁寧請に気づかせて慣れさせ

ることに始まり 4年までに必要に応じて敬語(尊敬

語，謙譲語は含まれない)が使えるようにさせ，丁寧

語に関する指導を終える。そして 5年， 6年でそれ

ぞれ尊敬語と謙譲語を教え，最終的にそれらの使い分

けができるように指導するとなっている。これに関し

て村上(1985)η は，小学校の段階ですでに年長者に

対して敬語を使うべきであるという考えを持っている

と報告している。したがって，敬語の呆たす役割やそ

の基本的な使い方，および年長者などに対して敬語を

使うべきであるという社会的ルールは，比較的早い段

階で学習されていると考えられる。しかし一方では，

「これからの敬語」という建議が1952年に国語審議会

によって文部省に提出され，1)これまでの敬語は，旧

時代に発達したままで必要以上に煩雑な点があった，

これからの敬語はその行き過ぎをいましめ，誤用を正

し，できるだけ平明簡素にあたりたいものである，

2)これまでの敬語は，主として上下関係に立って発達

してきたが，これからの敬語は，基本的人権を尊重す

る相互尊重の上に立たなければならない，という基本

方針のもと敬語表現の簡素化が図られたことを契機と

して，敬語は「で、すJ，rます」のような丁寧語だけを

使えばよいといった考え方が広がってきたということ

も考えられる。事実，庚兼(1985)8)は，大学生を対

象として調査を行い，年長者に対して尊敬語，謙譲語，

丁寧語を複合させた表現よりもいずれか単独で表現す

る方が適切であるという認識の存在を確認している。

また荒木(1983) も，生徒が教師に対して敬語を使わ

なくなった現状を指摘し，それをよしとする風潮が教

師の側にも社会の側にもあると述べている。しかし言

うまでもなく，現代の言語的コミュニケーションにお

いて敬語表現が消滅したわけではない。敬語表現をし

なくなったといわれる若年層も状況によっては積極的

に敬語表現をしようとしているようである。

敬語表現はもともとコミュニケーションの受け手を

尊重しようとする心理から生まれたものと考えられる

が，岡本(1986)9)が疎遠な同年代の人に対して何か

を依頼するときには敬語表現が比較的多く，心理的に

近い人に対しては少ないと報告しているように，現代

では特に若年層で敬語表現の心理的意味が変化してき

ているように思われる。したがって，状況によって敬

語表現をしたりしなかったりするのは何故か，すなわ

ち，その裏に存在する心理的意味は何かということを

あらためて検討する必要があると考えられる。それは，
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「乱れてきた」といわれる現代における言語的コミュ

ニケーションに対する理解を深めることになると考え

られる。

そこで本研究は，まず，敬語表現が言語的コミュニ

ケーションを行う 2者関係や対人印象とどのように関

連しているのかという側面から，現代の青年が敬語表

現をする心理的意味を検討することを目的としたもの

である。

方 法

被調査者専門学校女子学生54名。

発話場面および発話内容言語的コミュニケーショ

ンを行う 2者(話し手と受け手)として，従来から敬

語表現をすべきであると広く考えられてきた年少者と

年長者の関係を取り上げ，被調査者にとって比較的身

近な年長者という理由から，年少者として被調査者と

同年・同性の学生(以下，話し手).年長者として男

性教師(以下，受け手)を想定した。そして発話場面

は，次の2場面を設定した。1)廊下で教師に級友の居

所を尋ねられ，知らないと答える場面一具体的には，

「ある学生(あなたと同年齢，向性)が，学校の廊下

である先生(男性)に呼ぴとめられて，同じクラスの

Aさんの居所を尋ねられました。しかし，この学生は

Aさんの居所を知らなかったので r……」と答えま

したりという設定にした(以下 r応答」場面とす

る)0 2)授業中に教師に質問され，その質問の繰り返

しを要請する場面一具体的には rある学生(あなた

と同年齢，向性)が，授業中ある先生(男性)に質問

されました。しかし，この学生はよく聞きとれなかっ

たので「……」と言いました。」という設定にした

(以下 r要請」場面とする)。発話内容は，各場面と

も3つ用いた (Tab!e1参照)。それぞれ内容は同意で

あるが敬語を複合させることによって丁寧さの程度を

場面

Tab!e 1 想定された状況

発話内容

a 存じません。

応答 b 知りません。

c 知らない。

a もう一度おっしゃっていただけません
か。

要請 b. もう一度言って下さいませんか。

c もう一度言ってくれませんか。

変えた。すなわち r応答」では r存じません」か謙

譲語+丁寧語 r知りません」か丁寧語のみ r知らな

い」が普通話で構成されており r要請」では rもう

一度おっしゃっていただけませんか」が尊敬語+謙譲

語+丁寧語 rもう一度言って下さいませんか」が丁

寧語+丁寧語 rもう一度言ってくれませんか」が丁

寧語のみで構成されている。

調査内容および手続き 調査はすべて，小冊子に

よって行い，場面 (2)x発話内容 (3)の6つの状
況を文章によって呈示した。呈示順序は，被調査者の

半数に対して「応答」の場面の3つの発話内容を先に，

Tab!e 2 
話し手と受け手の関係に関する項目のパリマックス

回転後の因子負荷行列

項 目す

だらしないーきちんとした

因子負荷量

90什 22

けじめのないーけじめのある 88 21 

年の離れた一年の近い -80 -36 

緊張した一リラックスした 一75 -49 

重苦しい一気楽な -72 -57 

甘えのある 甘えのない 71 51 

暖かいー冷たい 19 84 

なごやかなーとげとげしい 20 79 

よそよそしいー親しい 52 -72 

話す機会の多い一話す機会の少ない 56 68 
深いー浅しミ 49 64 

因子名 秩序性親密性

t 1項目削除 竹小数点は省略

Tab!e 3 

話し手の受け手に対する印象に関する項目の

パリマックス回転後の因子負荷行列

項 目す 因子負荷量

話しにくい一話しやすい -90什 08 

親しみやすいー親しみにくい 89 -08 

物分りのいいー頑固な 86 -18 

恐いー優しい -85 -07 

若い一年とった 79 36 

尊敬できないー尊敬できる 02 83 

敬意を持てる一敬意を持てない 18 75 

因子名 親和性尊敬性

す3項目削除 tt小数点は省略
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残りの半数に対して「要請」の場面の3つの発話内容

を先に呈示し，発話内容の順序は各場面とも 6通り

{ほぽ同数となるように)作成した。ただし，一人の

被調査者内で2つの場面における丁寧さの程度の順序

が同じにならないように工夫した。そして状況ごとに，

1)その話し手と受け手がどのような関係にあるか (12

項目， Table2参照)， 2)その話し手が受け手に対して

どのような印象を持っているか(10項目， Table3参

照)を推測させ， SD法により 6点尺度で評定させた。

結 果

話し手と受け手の関係および話し手の受け手に対す

る印象の因子の抽出 ともに， 2 (場面) x3 (発話内

容) x54 (被調査者) =324サンプルとして12x12お

よび10X10およびの項目閲の相関を求め，因子分析の

入力データとした。次に， SMC (squ訂edmultipul 

correlation) によって共通性の初期値を推定し，共通

性の反復推定を行いながら主因子解法により因子を抽

出した。第1回目の因子抽出の打ち切り基準を固有値

孟1.0としたところ，それぞれ2因子を抽出したが，

因子構造を単純化するためにさらにバリマックス回転

を施した。そして，話し手と受け手の関係については，

第1因子(6項目)で「だらしないーきちんとしたJ，

「けじめのないーけじめのあるJ，r年の離れた一年の

近い」などの項目の因子負荷量が高く r秩序性」と

命名し，第2因子(5項目)で「暖かいー冷たいJ，

「なごやかなーとげとげしいJ，rよそよそしい 親し

い」などの項目の因子負荷量が高く親密性」と命

名した。また話し手の受け手に対する印象については，

第1因子(5項目)で「話しにくいー話やすいJ，親

しみやすいー親しみにくい」などの項目の因子負荷量

が高く r親和性」と命名し，第2因子(2項目)で

C
U

に
d

a

A宝

q

d

η

L

1

i

n

U

因

子

得

点

a b c 
秩序4性

a b c 
親密4性

Fig.1 r応答」における話し手と受け手の関係の因子

得点

「尊敬できないー尊敬できるJ，r敬意を持てる 敬意

を持てない」という項目の因子負荷量が高く r尊敬

性」と命名した (Table2， Table 3参照)。

発話内容の因子得点の比較 まず，話し手と受け手

の関係について，場面 (2)x発話内容 (3)x因子
(2 )ごとに各被調査者の因子得点(各因子内の項目

の評定値を方向性をそろえて合計し，その項目数で

割った値)を算出した。そしてその因子得点を従属変

数として場面×因子ごとに発話内容に関する l要因の

分散分析(被験者内)を行ったところ，いずれも有意

なF値が得られた (p<.01)ため，それぞれテュー

キ一法によって多重比較(有意水準は，いずれも 1%

とした)を行った。その結果 r応答J，r要請」の両

場面とも，丁寧さの程度が増すほど「秩序性」は高く，

逆に「親密性」は低く評価されていた (Fig.1， Fig. 2 

参照)。次に，話し手の受け手に対する印象について

も同様に因子得点を従属変数として場面×因子ごとに

発話内容に関する 1要因の分散分析(被験者内)を

行ったところ，いずれも有意なF値が得られた。 (p<

01)ため，それぞれテューキ一法によって多重比較

(有意水準は，いずれも 1%とした)を行った。その

結果 r応答J，r要請」の両場面とも，丁寧さの程度

が増すほど「親和性」は低く，逆に「尊敬性」は高い

と評定されていた (Fig.3， Fig. 4参照)。ただし r応

答」の場面では「知りません」と「知らない」との問

で r要請」の場面では「もう一度おっしゃっていた

だけませんか」と「もう一度言って下さいませんか」

との問で，それぞれ「尊敬性」に有意な差がみられな

かった。

考 察

本研究は，現代日本文化における若者の言語的コ

P
O

に
d
a
A
A

司
U

円

L

1

A

A

U

因

子

得

点

a b c 

親密性秩序性

Fig.2 r要請」における話し手と受け手の関係の因子

得点
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秩序性 尊敬性

Fig.3 r応答」における話し手の受け手に対する印象

の因子得点

ミュニケーションの中で，敬語表現がどのような心理

的意味を持っているのかを検討することを目的とした

もので，本報告は，年少者から年長者へ言語的コミュ

ニケーションを行う際の2者の心理的関係と敬語表現

との関連性およひ話し手の受け手に対する印象と敬語

表現との関連性を検討したものである。

その結果，判明したことから次のようなことが推測

される。 1)年長者と堅苦しい関係にあるほど，尊敬語

や謙譲語を含む丁寧さの程度の高い言葉が使われる。

2)年長者と親しい関係にあるほど，丁寧さの程度の高

い言葉は使われないーすなわち，丁寧語のみを含む程

度の言葉が使われる。 3)年長者に対して親しみが感じ

られるほど，丁寧さの程度の高い言葉は使われない。

4)年長者に対して敬意が持たれているほど，丁寧さの

程度の高い言葉が使われる。これらを要約すれば，年

長者に対してどんな場合においても敬語(特に，尊敬

語や謙譲語)を使うべきであると考えているというよ

りも，当該の年長者が心理的に近い存在であると感じ

ているときには，あえて丁寧さの程度の高い敬語を使

うべきではないと考えているといえよう。言い換えれ

ば，年長者に対して敬語を使わないということは，当

該の年長者に対する幸見和を意味するといえるのかもし

れない。これに対して，表現の丁寧さの程度と話し手

の受け手に対する尊敬語との関連性は，親和度との関

連性ほど明確なものではないことが判明した。このこ

とから，敬語表現をすることが文字通りコミュニケー

ションの相手に対する尊敬を意味とするとはいえない

ようである。

一方，言語的コミュニケーションの受け手が，自分

に対して敬語表現をきれないときその送り手に対して

どのような印象を持っかについては，その判断の 1つ

の手掛りとして表現の丁寧さとそのような表現をする

円

L

，i
A

U

古川

a b c 
秩序性

a b c 

尊敬性

Fig.4 r要請」における話し手の受け手に対する印象

の因子得点

話し手に対する好感度と関連性を調査した。対象は女

子大学生，女子短大生，女子専門学校生III人で r_

していただけませんでしょうかj，rーしてもらえませ

んかj，r_してよ」のように相手に何かを要請する37

個の表現と r存じあげておりませんj，r知らないん

ですけどj，rわからん」のように相手に否定的応答を

する34個の表現について，その丁寧さ，好感度，およ

び使用度を7点尺度で回答させた。その結果，表現の

丁寧さの程度か高いほど，話し手に対する好感度か高

いことが判明した {Table4参照)。このことから，も

し敬語表現をしなければ相手に悪い印象を持たれるで

あろうということが予想されるが，実際の使用度と好

感度との関連が低かったことから，コミュニケーショ

ンの相手から好感を持たれたいといった印象管理的な

動機はあまり働いていないといえよう。

Table 4 

丁寧さ，使用度，好感度の関係

関係対 「要請j r応答」

丁寧さー使用度 026t 211 

丁寧さ一好感度 725 788 

使用度好感度 079 283 

す相関係数 {n=l11，小数点は省略)

以上の結果から，言語的コミュニケーションの中で

敬語表現をするか否かは，コミュニケーションの対象

に対する親和性と強く関係があると考えられる。この

ことは，向性で同年齢の他者に何かを依頼するときの

表現が相手との親疎によって敬語表現になったり普通

体になったりする，という岡本(1986)の結果によっ

ても裏づけられる。しかし，本研究で取り上げた状況

や表現はごく限られたものであり，そこでの対人関係
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も教師と学生のみなので，本研究の結果から言語的コ

ミュニケーションの中での敬語表現の心理的意味を結

論づけることはできない。本研究の結呆はあくまでも

1つの示唆を与えるものにすぎない。今後は，多様な

状況や表現，さらには対人関係について検討していく

ことはもちろん，調査研究だけでなく実際の行動レベ

ルを捉える必要があろう。
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Summary 

The purpose of this study was to investigate the speech style of adolescents， especially， the relation between 

the speech style and the interpersonal relations or interpersonal impression. 

Results indicated that the speech to the elder in a fonnal relationship was more polite， the speech to the elder in 

a informal relationship was less polite， the speech was less polite when felt intimate for the elder， and the speech 

was more polite when respected to the elder. 




